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今後の県の取組方針（一部対応済み） 取組の主体

ア　医療提供体制の充実強化

全7医療圏に拠点
病院整備
（国指定11、県指
定5）

（H29年度）
全7医療圏に
拠点病院整備

―

全7医療圏に拠点
病院整備

（国指定11、県指定
4）

全7医療圏に拠点
病院整備

（国指定12、県指定
3）

全7医療圏に拠点
病院整備

（国指定12、県指定
1）

全7医療圏に拠点
病院整備

（国指定12、県指定
1）

全7医療圏に拠点
病院整備

（国指定12、県指定
1）

全７医療圏への整備を維持する。
各拠点病院の機能強化と体制整備を図る。

県
拠点病院

なし （H29年度） 現状より増 3施設 6施設 6施設 11施設 11施設 12施設
全がん診療連携拠点病院が、ゲノム拠点として指定されている現体制を維持
する。

県
拠点病院

現状把握が
不十分

（H29年度）
拠点化の推進及び
県民への情報提供

の充実
― ― ― ― ― ― 他機関との連携を含め、引き続き情報提供に努める。

県
拠点病院

その他医療機関
関係団体等

7.3% （H24年） 現状より増（H34） ― 11.0% 12.2% ― ― ― 引き続きＷＧで膵臓がんの早期発見に向けたスキームを検討する。

県
拠点病院

その他医療機関
関係団体等

広島大学病院等を
中心に一定の集
積

（H29年度）
集約化の推進と

連携強化
―

広島大学病院等を
中心に一定の集積

広島大学病院等を
中心に一定の集積

広島大学病院等を
中心に一定の集積

広島大学病院等を
中心に一定の集積

広島大学病院等を
中心に一定の集積

ネットワーク会議による連携強化を継続し、現在の集積状況を維持する。
県

拠点病院
その他医療機関

26人
（県立広島病院）

（H28年度） 現状より増
25人

（県立広島病院）
28人

（県助成実績）
20人

（県助成実績）
19人

（県助成実績）
25人（30件）

（県助成実績）
25人（33件）

（県助成実績）

広島がんネットやリーフレット等により、患者・家族等への周知に取り組む。ま
た、広島がん・生殖医療ネットワーク（HOFNET）等と連携し、妊孕性温存療法
の普及に向けて課題やニーズを分析するとともに、研修会など必要な取組を
検討する。

県
拠点病院

その他医療機関

イ　医療内容等の充実

計24人 10人増 計27人 計26人 ― 計27人 計25人 計24人
県

拠点病院
関係団体等

8/17拠点病院等 全拠点病院等 9/17拠点病院等 9/16拠点病院等 9/16拠点病院等 10/14拠点病院等 8/14拠点病院等 10/14拠点病院等
県

拠点病院
関係団体等

8/17拠点病院等 全拠点病院等 8/17拠点病院等 8/16拠点病院等 8/16拠点病院等 9/14拠点病院等 10/14拠点病院等 8/14拠点病院等
県

拠点病院
関係団体等

10/16拠点病院 　　（H28.9） 全拠点病院 10/16拠点病院 13/15拠点病院 14/15拠点病院等 13/13拠点病院 13/13拠点病院 13/13拠点病院 拠点病院

13/16拠点病院 全拠点病院 12/16拠点病院 11/15拠点病院 12/15拠点病院等 10/13拠点病院 10/13拠点病院 13/13拠点病院 拠点病院

15/16拠点病院 全拠点病院 13/16拠点病院 13/15拠点病院 12/15拠点病院等 13/13拠点病院 13/13拠点病院 13/13拠点病院 拠点病院

13/16拠点病院 全拠点病院 12/16拠点病院 13/15拠点病院 14/15拠点病院等 10/13拠点病院 11/13拠点病院 13/13拠点病院
県

拠点病院
その他医療機関

3,897件 （H28年度） 現状より増 4,437件 4,617件 ― ― ― ― 現況報告等により引き続き現状把握に努める。 拠点病院

2/16拠点病院 （H28年度） 全拠点病院 4/16拠点病院 6/15拠点病院 5/15拠点病院等 6/13拠点病院 6/13拠点病院 5/13拠点病院
引き続き、適宜の情報提供などにより、リンパ浮腫に対する早期かつ適切な
介入を支援する。

拠点病院
その他医療機関

614回（２ヶ月） （H28年度） 現状より増 2,996回 1,748回 2,085回 1,799回 1,538回 1,352回 現況報告等により引き続き現状把握に努める。
県

拠点病院

160施設 （H28年度） 320施設 ― ― ― ― ― ― 歯科医師会と連携し、現状把握に努める。
拠点病院

その他医療機関
関係団体等

114,704件 （H28年度） 現状より増 ― ― ― ― ― ― 各拠点病院に調査を実施するなどし、現状把握に努める。
拠点病院

その他医療機関

※　目標を達成した場合は、「目標」欄を黄色で着色しています。

　拠点病院におけるがん患者リハビリテーション実施件数

現況報告等を通じて各施設の状況を確認するとともに、人材育成を促す。

【第4次計画目標値】
放射線治療専門医等（常勤・専従）配置
（全拠点病院等）
がん薬物療法専門医等（常勤・専従）配置
（全拠点病院）
病理専門医等（常勤・専従）配置
（全拠点病院）

拠点病院の｢放射線治療専門医｣数
（HIPRAC含む）

拠点病院の「医学物理士」の配置
（HIPRAC含む）

拠点病院の「がん放射線療法看護認
定看護師」の配置（HIPRAC含む）

拠点病院の「がん薬物療法専門医」
の配置

拠点病院の「がん薬物療法認定薬剤
師」の配置

拠点病院の「がん化学療法看護認定
看護師」の配置

各圏域の拠点病院の病理専門医（常
勤）の配置

　拠点病院の｢薬剤師外来｣等の薬物療法の副作用対応
　　拠点病院におけるがん患者指導管理料3算定件数

第３次計画の目標に関する達成状況（がん医療分野）

　拠点病院のリンパ浮腫への対応
　（リンパ浮腫複合的治療料算定病院数）

　拠点病院におけるキャンサーボード実施回数

　周術期口腔機能管理計画策定料を算定する医療機関数

現状（計画策定時）

◎拠点病院の機能強化と医療連携の充実による、がん医療の
均てん化の推進

◎がん治療の各分野の
人材育成と適正配置等

項　　目

　がんゲノム医療の拠点整備

◎希少がんの医療提供体制の拠点化の推進

　膵臓がんの早期発見患者の割合

◎小児がんの医療提供体制の拠点化の推進

　生殖機能温存治療を受けた患者数
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表の◎印は「全体目標」又は「分野目標」，その他は「参考指標」


